
民
主
党
政
権
は
、
沖
縄
・
米
軍
普
天
間
基
地
問
題
の
迷
走
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
の
先
送
り
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
の
骨
抜
き
、
財
源
問
題
で
の
庶
民
負
担
増
な
ど
、
全
体

と
し
て
野
党
時
代
の
言
動
や
総
選
挙
公
約
か
ら
大
き
く
後
退
し

て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
日
本
共
産
党
は
、
①
大
企
業
が
た
め
込

ん
だ
利
益
を
社
会
に
還
元
し
、
雇
用
と
く
ら
し
を
ま
も
る
「
ル
ー

ル
あ
る
経
済
社
会
」
を
、
②
自
公
政
権
の
社
会
保
障
費
削
減
路

線
が
つ
く
っ
た
数
々
の
「
傷
跡
」
の
修
復
を
訴
え
、
政
治
を
転

換
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

３
月
議
会
で
審
議
さ
れ
る
Ｈ
22
年
度
予
算
は
、
２
期
つ
づ
い

た
井
崎
市
政

後
の
年
の
予
算
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
Ｔ
Ｘ

沿
線
の
巨
大
開
発
を
優
先
し
、
「
構
造
改
革
」
を
流
山
市
に
持

ち
込
ん
で
公
の
役
割
を
後
退
さ
せ
、
自
治
体
の
役
割
を
変
質
さ

せ
て
き
た
井
崎
市
政
と
対
決
し
て
き
ま
し
た
。
１
年
後
に
迫
っ

た
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
を
前
に
、
市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉

第
一
の
市
政
へ
の
転
換
を
強
く
求
め
ま
す
。

高
野
と
も
議
員
は
、
病
気
療
養
の
た
め
３
月
議
会
は
お
休
み

で
す
が
、
３
人
の
議
員
が
力
を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

徳
増
き
よ
子
議
員

２
月
24
日
（
水
）
午
後
３
時
頃

１
、
税
制
に
つ
い
て

①
政
府
税
制
大
綱
に
お
け
る
扶
養
控
除
の
廃
止
・
縮
小
の
影

響
に
つ
い
て

②
納
税
緩
和
措
置
に
つ
い
て

ア
、
国
の｢

税
の
滞
納
処
分
の
停
止
に
関
す
る
事
務
運
営
指

針｣

を
ど
う
生
か
し
て
い
る
の
か

イ
、
納
税
緩
和
措
置
を
周
知
徹
底
し
、
適
切
に
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

２
、
「
ふ
れ
あ
い
お
ふ
ろ
の
日
」
は
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か

３
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

①
通
常
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
ま
で
２
ケ
月
近
く
か
か
る

が
、
早
急
に
介
護
対
策
が
必
要
な
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

４
、
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
10
号
線
に
つ
い
て

①
１
月
30
日
の
住
民
説
明
会
で
出
さ
れ
た
質
問
や
意
見
に
つ

い
て
ど
う
受
け
止
め
て
い
く
の
か
。

②
住
民
合
意
な
し
に
事
業
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

２
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
頃

１
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
７
年
間
の
『
真
心
』
教
育
の
実
践
を
ど
う
総
括
し
、
今
後

の
課
題
解
決
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
、
教
育
長
に
問
う
。

②
行
政
改
革
の
先
導
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
結
果
、
学
校
や

社
会
教
育
の
現
場
に
ひ
ず
み
を
き
た
し
た
の
で
は
な
い
か
。

③
「
子
ど
も
の
貧
困
」
対
策
や
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働

解
消
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

④
総
合
体
育
館
建
替
え
工
事
に
、
な
ぜ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
よ

う
と
す
る
の
か
。

２
、
子
ど
も
の
福
祉
に
つ
い
て

①
保
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

ア
、
保
育
設
置
基
準
の
緩
和
は
子
ど
も
の
発
達
保
障
に
関

わ
る
重
大
問
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

イ
、
公
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
問
う
。

②
経
済
的
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
問
う
。

ア
、
学
童
保
育
の
保
育
手
当
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

イ
、
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
問
う
。

３
、
中
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

２
月
25
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

１
、
保
健
予
防
事
業
に
つ
い
て
問
う

①
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
現
状
と
問
題
点
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

②
特
定
健
診
等
の
充
実
事
業
に
お
け
る
検
査
項
目
の
削
減
は
、

問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

２
、
南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
三
輪
野
山
地
域
の
都
市
軸
道
路
の
計
画
見
直
し
に
つ
い
て

②
三
輪
野
山
地
域
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

③
南
流
山
駅
入
口
交
差
点
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

３
、
Ｈ
22
年
度
の
市
政
方
針
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
深
刻
な
経
済
不
況
と
市
民
の
暮
ら
し
の
現
状
を
ど
う
認
識

し
、
自
治
体
の
役
割
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
Ｈ
22
年
度
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
問
う

ア
、

貧
困
と
格
差
の
是
正
、
子
育
て
・
介
護
な
ど
市
民
福

祉
の
充
実
を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

イ
、

新
線
沿
線
巨
大
開
発
を
ど
う
見
直
し
、
地
域
産
業
や

雇
用
を
守
る
循
環
型
経
済
を
ど
う
築
い
て
い
く
の
か
。

ウ
、
「
市
民
福
祉
の
充
実
を
図
る
」
た
め
の
職
員
体
制
を

ど
う
確
立
し
、
行
政
の
ム
ダ
を
ど
う
見
直
す
の
か
。

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

会

期

２
月
18
日
～
３
月
23
日

34
日
間

（
議
案
27
件
、
陳
情
４
件
・
発
議
５
件
他
）

２
月

18
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

23
日
（
火
）
～
24
日
（
水
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

25
日
（
木
）
一
般
質
問

午
前
10
時
～

一
般
質
問
終
了
後
、
各
委
員
会
に
議
案
を
付
託

３
月

１
日
（
月
）
総
務

２
日
（
火
）
教
育
福
祉

３
日
（
水
）
都
市
建
設

４
日
（
木
）
市
民
経
済

８
日
（
月
）
～
10
日
（
水
）
予
算
審
査
委
員
会

12
日
（
金
）
予
算
審
査
委
員
会
・
総
括
質
疑

小
田
桐
た
か
し
議
員
が
担
当

23
日
（
火
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択

ぜひ傍聴にお出
かけください

市議会議員

高野 とも

（７１５５－１６８３）

市議会議員

いぬい紳一郎

（７１５９－２７７３）

市議会議員

小田桐たかし

（７１５４－０８７８）

市議会議員

徳増 きよ子

（７１４８－６８７１）


